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＜連絡事項＞

・特になし。

＜患者様連絡事項＞
・石黒　理一郎様～本日、退院。退院後は、「いちばん星」へ入所となる。

・小田　恵一郎様～本日、自宅退院。退院後は、9/5より就労移行支援サービスB型「チョコクッキー」と、訪問看護ステーション「ふくろう」を週一回利用することとなっている。

・山口　富蔵様～労災病院RI検査予約9/7（木）となる。予約当日は、11：30までに放射線科外来へ来院して下さい。とのこと。家族連絡未。

・丹波　清様～八戸市立市民病院消化器内科受診予約9/27（水）10:40となる。

家族連絡未。

・阿部　憲幸様～食事変更　軽食・キザミ・汁のみとろみで、8/31夕より開始。9/2採血。

　　　　　　　　9/2　24時まで点滴指示あり。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～時間隔離中。妄想発言あり。説明に了解の悪さ見られている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～時間隔離中。奇声を上げながらホール内徘徊している。他者とのトラブルなし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・中居　松男様～昼食不食。服薬は促しで内服している。自室のトイレにこもり、床に寝そべっている｡

・滝沢　繁倫様～帰宅要求あり。Cユニットのドアを叩く行為あり。9：45継続指示ロラゼ

パム（0.5）1T内服。再度、帰宅要求あり。12：30リスペリドン（0.5）

1P内服し、様子見ている。

・宮地　久美子様～他者トラブル後、12：00意識レベルの低下あり。口唇の不随運動と右

　　　　　　　　　下肢の痙攣あり。血圧127/95mmHg　脈拍78回/分　酸素飽和度96％　

Drコールし、診察。12：10ジアゼパム（10）1A　ｉｖ施行。12：15ジ

アゼパム（10）1A　ｉｖ施行し、痙攣消失。12：40合併症室へ移動。

意識レベル回復している。点滴は、明日まで3本でキープ。

本日の採決結果よりバルプロ酸ナトリウムの血中濃度が高値であった

為、内容変更となっている。。
・居ヶ内　よね様～歩行時のふらつきないが、見守り必要である。バイタル異常なし。

・中島　とし様～両眼瞼腫脹軽減している。両下肢浮腫継続している。表情良好で、食事も全量

　　　　　　　　摂取している。トイレ誘導で、排尿あり。採決結果より低栄養である為、エン

シュアリキッド3缶/日処方となっている。

＜伊藤Dr診察情報＞

・澤口　理香様～本日、11:30隔離解除となる。Bユニット2号室へ移動となる。対応について、

1 タバコは、食後5本ずつ渡す。

2 衣類・日用品は、本人管理とする。

3 菓子・コーヒー・砂糖・クリープは、全て母親に返却。これからは、差し入れではなく、売店購入とする。購入再開は、来週以降となる。

4 9/4（月）までに、逸脱行為が無ければ、OT再開となる。

5 本人の優先順位は、OT→菓子→リハプロ→コーヒー

6 明朝、起床時必ず、体重測定すること。

・渡邊　愛希様～夫の面会について、長女が両親の様子をみて、調整しているとのこと。病棟から面会等の催促はしなくてよいと主治医の指示あり。

・水野　和子様～臨時薬一部変更　リスペリドン液（0.5）3P→2Pとなる。

＜新入院患者様情報＞

氏　　名：工藤　謙一（くどう　けんいち）様

生年月日：昭和7年5月10日　85歳

性　　別：男性

病　　名：認知症

 病　　棟：東病棟Ｃユニット4号室

入院形態：医療保護入院

主 治 医：深澤Dr

（経過）

　現在、妻、長男家族と生活している。

平成29年2月本人が物忘れを自覚し、南部医療センターへ相談し、認知症薬が処方されていた。その事実を家族は知らない状況であった。

平成29年6月頃より、同じことを何度も言うことや、易怒性が増していることや周囲に対する迷惑行為（犬に吠えられ謝らないことに腹を立て飼い主へ興奮し訴える、車で追い回す行為）等があり、家族も対応に困り当センターへ相談に至る。南部町包括、南部町医療センターへ相談し、専門医療機関の受診を勧められ受診及び入院治療の希望があり平成29年8月31日受診。東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

